
問

本
市
の
運
転
免
許
返

納
者
数
の
推
移
と
、
免
許

返
納
者
へ
の
支
援
策
の
利

用
状
況
は
ど
う
か
。

企
画
部
長

免
許
返
納
者

数
は
、
令
和
元
年
か
ら
６

９
５
人
、
６
３
４
人
、
５

６
７
人
、
５
０
９
人
、
５

年
は
４
８
４
人
と
減
少
傾

向
だ
。

支
援
策
と
し
て
タ
ク
シ

ー
乗
車
券
、チ
ェ
リ
カ
（
Ｉ

Ｃ
乗
車
券
）
、
バ
ス
回
数

券
の
い
ず
れ
か
５
０
０
０

円
相
当
を
１
回
に
限
り
交

付
す
る
。

利
用
状
況
は
、
タ
ク
シ

ー
乗
車
券
が
３
０
９
件
で

全
体
の

％
、
チ
ェ
リ
カ

80

が

％
、
市
営
バ
ス
が
１

19
％
で
、
毎
年
同
じ
よ
う
な

割
合
だ
。

問

市
内
循
環
バ
ス
は
、

利
用
者
も
徐
々
に
増
え
て

い
る
が
、
循
環
バ
ス
が
運

行
さ
れ
な
い
地
域
か
ら

は
、
新
規
の
路
線
を
求
め

る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
始
発
や
最
終
の

運
行
時
間
の
拡
充
を
求
め

る
声
も
上
が
っ
て
い
る

が
、
拡
充
の
検
討
は
ど
う

か
。

企
画
部
長

市
内
循
環
バ

ス
は
、
令
和
６
年
７
月
の

利
用
者
が
７
２
３
７
人

で
、
再
編
前
の
４
年
７
月

と
比
較
し
、
５
・
４
倍
と

増
え
て
い
る
。

交
通
事
業
者
の
運
転
手

不
足
な
ど
課
題
も
踏
ま

え
、
庄
内
交
通
と
連
携
す

る
。チ

ェ
リ
カ
は
累
計
１
万

８
０
７
０
枚
が
発
行
さ

れ
、
路
線
バ
ス
の
利
用
者

の

・
６
％
が
利
用
し
て

74
い
る
。

問

運
転
免
許
を
持
た
な

い
人
の
足
の
確
保
は
重
要

な
課
題
だ
が
、
高
齢
者
を

対
象
に
し
た
バ
ス
の
無
料

券
「
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」
な

ど
、
支
援
策
は
検
討
で
き

な
い
か
。

旧
町
村
地
域
で
は
、
路

線
バ
ス
廃
止
後
に
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
や
デ
マ
ン
ド

バ
ス
等
の
運
行
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
更
な
る
充
実

は
検
討
し
て
い
る
か
。

企
画
部
長

ゴ
ー
ル
ド
パ

ス
は
、

％
の
購
入
費
用

75

を
市
が
補
助
し
、
一
カ
月

１
万
３
７
０
円
の
と
こ
ろ

２
５
５
０
円
で
購
入
で
き

る
。無

料
券
の
提
案
が
あ
っ

た
が
、
受
益
者
負
担
の
観

点
か
ら
も
現
在
の
補
助
制

度
を
継
続
す
る
。

路
線
バ
ス
廃
止
後
は
、

住
民
と
地
域
に
合
っ
た
公

共
交
通
の
確
保
を
共
同
で

進
め
て
き
た
。

ľ
֐
֩
Ҫ
ν
ϕ
ν
ဢ
˼
஬
ܹ
഼
Ǆ
ز
Ŷ
ư
Ƌ

▽
９
月

日
に
開
会
し
た
９
月
議
会
に

18

提
案
さ
れ
る
補
正
予
算
の
概
要
が
、
10

日
に
議
会
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

７
月

日
か
ら
の
豪
雨
で
観
測
史
上

25

最
大
の
被
害
が
発
生
し
た
事
を
受
け

て
、
復
旧
・
復
興
等
災
害
関
連
が
６
４

５
億
３
千
万
円
、
物
価
高
騰
対
策
が
８

億
４
１
０
０
万
円
、
そ
の
他
の
諸
課
題

対
応
等
が

億
１
８
０
０
万
円
、
計
６

17

９
７
億
２
千
万
円
と
過
去
最
大
の
補
正

予
算
と
な
り
ま
す
。

▽
災
害
関
連
で
は
、
政
府
の
支
援
制
度

の
対
象
と
な
ら
な
い
被
災
住
宅
の
再

建
、
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
・

テ
レ
ビ
の
購
入
費
、
中
小
業
者
の
復
旧

経
費
、
農
業
者
の
農
薬
・
肥
料
・
種
子

購
入
等
々
の
支
援
、
宿
泊
施
設
支
援
の

た
め
の
割
引
ク
ー
ポ
ン
発
行
等
々
、
党

県
議
団
と
し
て
求
め
て
き
た
事
業
も
種

々
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
物
価
高
騰
対
策
で
は
、
子
ど
も
食
堂

や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
支
援
、
医
療
機
関
・

社
会
福
祉
施
設
支
援
等
々
注
目
さ
れ
る

事
業
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽

日
（
水
）

時
か
ら

分
間
、
一

25

13

60

般
質
問
を
お
こ
な
い
ま
す
。
予
定
し
て

い
る
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
配
信
・
録
画

配
信
が
あ
り
ま
す
。（

県
議

関

徹
）

1.水害対策と避難所整備

○河川整備計画の策定と推進

○避難所の整備

2.米安定供給と稲作支援

○米「生産の目安」の引き上げ

○雪若丸種子配布の制限の撤廃

3.高校での不登校・発達障がい等

困難を抱える生徒の支援

4.日本の軍国主義化についての知事の所見
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９
日
の
鶴
岡
市
議
会
一
般
質
問
で
、
日
本
共
産
党
の

長
谷
川
剛
議
員
が
①
公
共
交
通
、
②
不
登
校
児
童
・
生

徒
へ
の
支
援
、
③
鶴
岡
市
平
和
の
集
い
に
つ
い
て
、
取

り
上
げ
ま
し
た
。

市
内
循
環
バ
ス
拡
充
・無
料
券
検
討
は

問

不
登
校
の
理
由
と
し

て
、
小
・
中
学
校
で
は
「
無

気
力
、
不
安
」
や
、
「
生

活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
、
遊
び
、

非
行
」
が
上
位
と
な
っ
て

い
る
一
方
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
多
様
な
学
び
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
務
局
」
が

年
23

に
実
施
し
た
調
査
で
は
、

保
護
者
や
生
徒
か
ら
、「
教

師
と
の
相
性
」
や
、
「
友

人
関
係
」
が
上
位
を
占
め

て
い
た
。

学
校
側
と
生
徒
側
の
理

由
の
違
い
に
つ
い
て
、
認

識
し
て
い
る
か
。

日
未
満
で
、
短
時
間

30
あ
る
い
は
保
健
室
へ
の
登

校
生
徒
数
は
把
握
し
て
い

る
か
。

教
育
長

こ
れ
ま
で
の
調

査
で
は
、
あ
く
ま
で
学
校

が
捉
え
て
い
る
要
因
に
つ

不
登
校
の
理
由
、
生
徒
側
と
違
う

い
て
調
査
し
て
き
た
た

め
、
児
童
生
徒
や
保
護
者

が
捉
え
て
い
る
要
因
と
は

若
干
の
ず
れ
が
あ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

文
科
省
は
今
年
度
か

ら
、
不
登
校
に
つ
い
て
把

握
し
た
事
実
と
し
て
、
児

童
生
徒
や
保
護
者
か
ら
相

談
の
あ
っ
た
要
因
と
す
る

よ
う
調
査
方
法
が
変
更
に

な
っ
た
。

認
識
を
共
有
で
き
る
よ

う
学
校
に
指
導
す
る
。

不
登
校
傾
向
の
児
童
生

徒
も
報
告
を
受
け
て
お

り
、
令
和
５
年
度
の
欠
席

日
以
上

日
未
満
の
児

20

30

童
生
徒
数
は
、
小
学
校
20

人
、
中
学
校
が
９
人
だ
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



（
１
面
の
つ
づ
き
）

問

高
校
受
験
を
控
え
る

生
徒
や
親
に
対
し
て
の
情

報
提
供
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用

し
た
学
習
教
材
な
ど
は
提

供
し
て
い
る
か
。

本
市
に
も
学
び
の
多
様

化
学
校
の
設
置
は
ど
う

か
。

教
育
長

多
様
な
進
路
選

択
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
定
時
制
や
県
内
外
の

通
信
制
高
校
等
の
情
報
を

提
供
し
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、

多
く
は
教
室
の
授
業
を
ラ

イ
ブ
配
信
す
る
形
式
で
実

施
し
て
い
る
。

そ
の
際
の
指
導
要
録
上

の
出
席
扱
い
に
つ
い
て

は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
校

長
の
判
断
で
出
席
扱
い
に

す
る
こ
と
が
出
来
る
と
し

て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
学
習
で

き
る
教
材
は
、
令
和
５
年

度
か
ら
の
実
証
事
業
と
し

て
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
を
市

費
で
導
入
し
て
い
る
。

学
び
の
多
様
化
学
校
に

つ
い
て
は
、
調
査
研
究
を

進
め
て
い
る
。

問

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

は
、
今
ま
で
の
「
役
に
立

つ
、
学
校
や
社
会
に
適
応

す
る
」
と
い
う
価
値
観
か

ら
解
放
さ
れ
、
自
分
の
あ

り
の
ま
ま
を
丸
ご
と
肯
定

す
る
自
己
肯
定
感
を
育
ん

で
い
く
場
と
し
て
役
割
が

発
揮
さ
れ
て
い
る
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
運
営

者
か
ら
は
、
現
状
の
連
携

は
限
定
的
で
表
面
的
な
の

で
、
本
当
の
意
味
で
一
緒

に
作
る
「
み
ん
な
の
学
校
」

の
実
践
を
市
に
進
め
て
ほ

し
い
と
の
声
が
出
さ
れ

た
。フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の

補
助
は
ど
う
か
。

教
育
長

本
市
の
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
は
４
施
設
で
、

通
っ
て
い
る
児
童
生
徒
数

は
小
学
生
７
人
で
あ
る
。

不
登
校
へ
の
支
援
は
、

適
応
指
導
教
室
や
校
内
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
、
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
と
多
岐
に
渡

る
。学

び
の
場
や
機
会
の
保

障
に
加
え
、相
談
体
制
や
、

未
然
防
止
に
向
け
た
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
の
充
実

等
総
合
的
に
取
り
組
む
。

補
助
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
や
保
護
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
な
が
ら
そ
の

必
要
性
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
継
続
す
る
。

問

国
連
子
ど
も
の
人
権

委
員
会
は
、
３
度
に
わ
た

り
日
本
の
高
度
に
競
争
的

な
学
校
環
境
が
子
ど
も
間

の
い
じ
め
、
不
登
校
・
登

校
拒
否
を
生
ん
で
い
る
と

勧
告
し
て
い
る
。

国
の
教
育
予
算
は
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
諸
国
の
中
で
も
最
下

位
で
あ
り
、
せ
め
て
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
の
平
均
並
み
に
し
、

教
職
員
の
増
員
や
少
人
数

学
級
の
推
進
、
教
師
が
子

ど
も
に
向
き
合
え
る
条
件

整
備
を
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
9月12日入札分

・普通河川田沢川河川災害復旧工事
中止

・市道大泉橋一日市町線(大泉橋工区)道路改良工事(その２)（本町一丁目
地内）（入札3業者）
(株)山口工務店 16,700,000円（16,950,000円）工期～12/23（落札率98.53％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
8月26日入札分

・市公共下水道 宝田・栄工区汚水管渠整備事業鶴岡市湯野沢地内ほか
宝田・栄工区汚水管渠整備事業共同事業体
2,041,800,000円（2,043,660,000円）工期～11/3/31（落札率99.91％）

2024年9月議会総務常任委　請願審査結果（○賛成　●反対）(9/11)
声 ﾘﾍﾞ 公共 創政

草
島
進
一

加
藤
鉱
一

本
間
信
一

黒
井
浩
之

五
十
嵐
一
彦

渋
谷
耕
一

本
間
正
芳

「治安維持法犠牲者に謝罪と賠償をする国家賠償

法の制定を求める意見書提出に関する請願」
○○○●●●

委
員
長

「国民の命を守るために早急に日米地位協定の抜

本的改定を求める意見書の提出についての請願」
○○○○○○

「家族従業者の働き分を認めない所得税法第56条

の廃止のための意見書提出を求める請願」
○○●●●●

※請願「治安維持法…」は可否同数となり、委員長採決で不採択

９
月
議
会
に
提
出
さ
れ

た
３
つ
の
請
願
は
、

日
11

の
総
務
常
任
委
員
会
で
審

査
さ
れ
ま
し
た
。

「
治
安
維
持
法
犠
牲
者

に
謝
罪
と
賠
償
を
す
る
国

家
賠
償
法
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
関
す
る

請
願
」
は
、
治
安
維
持
法

犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同

盟
鶴
岡
田
川
支
部
の
事
務

局
長
、
岩
城
充
氏
が
請
願

趣
旨
を
述
べ
ま
し
た
。

賛
成
討
論
は
、
草
島
進

一
（
市
民
の
声
）
・
加
藤

鉱
一
（
共
産
党
）
・
本
間

信
一
（
リ
ベ
ラ
ル
）
の
３

議
員
が
お
こ
な
い
、
反
対

討
論
は
な
く
、
採
決
で
は

黒
井
浩
之
（
公
明
党
）
・

五
十
嵐
一
彦
（
創
政
ク
ラ

ブ
）
・
渋
谷
耕
一
（
同
）

の
３
議
員
が
反

対
し
、
可
否
同

数
と
な
り
、
本

間
正
芳
委
員
長

（
同
）
が
反
対

し
、
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

反
対
者
は
質

疑
も
な
く
、
反

対
の
理
由
は
不

明

の

ま

ま

で

す
。「

国
民
の
命

を
守
る
た
め
に

早
急
に
日
米
地

位
協
定
の
抜
本

的
改
定
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
の
請
願
」
は
、
沖
縄
に

応
答
す
る
会
＠
山
形
代
表

漆
山
ひ
と
み
さ
ん
が
請
願

趣
旨
を
述
べ
ま
し
た
。

本
請
願
は
全
員
賛
成
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「
家
族
従
業
者
の
働
き

分
を
認
め
な
い
所
得
税
法

第

条
の
廃
止
の
た
め
の

56
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願
」
は
、
鶴
岡
民
商
婦
人

部
部
長
の
石
川
豊
子
さ
ん

が
請
願
趣
旨
を
述
べ
ま
し

た
。賛

成
討
論
は
、
草
島
進

一
・
加
藤
鉱
一
の
２
議
員

が
お
こ
な
い
、
反
対
討
論

は
五
十
嵐
一
彦
議
員
が
行

い
、
採
決
で
は
黒
井
浩
之

（
公
明
党
）
・
五
十
嵐
一

彦
（
創
政
ク
ラ
ブ
）
・
渋

谷
耕
一
（
同
）
本
間
信
一

（
リ
ベ
ラ
ル
）
の
４
議
員

が
反
対
し
、
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

請
願
は

日
の
本
会
議

26

で
採
決
さ
れ
ま
す
。

問

毎
年
夏
に
開
催
さ
れ

る
鶴
岡
市
平
和
の
集
い

は
、
有
志
の
方
が
、
市
内

の
戦
時
下
の
く
ら
し
や
戦

争
体
験
者
の
証
言
な
ど
を

丁
寧
に
調
べ
、
分
か
り
や

す
い
資
料
を
提
供
さ
れ
て

い
る
。

来
年
は
、
終
戦
か
ら
80

年
の
節
目
を
迎
え
、
戦
後

生
ま
れ
が
人
口
の
約
９
割

近
く
に
達
す
る
。

事
業
の
拡
充
は
検
討
し

て
い
る
か
。

次
世
代
へ
語
り

継
ぐ
上
で
、
い
ま

記
録
や
保
存
が
重

要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。
ま
た
、
若

者
の
参
加
促
進

は
。

総
務
部
長

来
年

の
平
和
の
集
い

は
、
戦
後

年
を

80

テ
ー
マ
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
市
民

有
志
の
方
々
と
相

談
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
る
。

市
民
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
約
２
８
０

点
の
戦
争
関
係
資

料
を
リ
ス
ト
化

し
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

来
年
は
終
戦

年
、
平
和
事
業
充
実
は

80

て
い
る
。

若
者
の
参
加
は
課
題
で

あ
り
、
今
年
度
は
土
曜
日

に
設
定
し
、
小
中
学
校
へ

は
個
別
に
配
布
し
周
知
に

努
め
た
が
、
参
加
者
増
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

来
年
度
は
特
に
小
中
学

生
か
ら
も
参
加
い
た
だ
け

る
よ
う
若
者
の
出
演
な
ど

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
す
る

と
と
も
に
教
育
委
員
会
と

も
連
携
し
て
周
知
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
。


